（参考）立入検査で指摘された事例

１．ガス工作物関係
・特定製造所の立入防止の措置が一部（火気厳禁、立入禁止の表示）破損している
・特定製造所の扉の重ね代が5㎝以上有していない
・特定製造所と火気設備との距離が不足している
・ガス工作物の静電気除去対策が適切でない
・特定製造所の換気口面積が不足している
・集合装置の長さが許可事項と相違している
・高圧ホースの有効期限が超過している
・容器の転倒防止措置が不十分である
・PE管以外の埋設管立ち上がり部の漏えい検査が未実施
・閉鎖中需要家宅の灯外内管の漏えい検査が未実施（活管の場合）
・導管の漏えい検査の頻度が一部超過している
・漏えい検査に使用される自記圧力計の校正がされていない
・誤操作防止のための措置が一部講じられていない
・定期自主検査が定められた頻度で実施されていない
・定期自主検査の記録に詳細な検査結果が記載されていない
・消火器の能力が不足している（本数が不足）

２．保安規程関係
・保安規程で定めた保安管理組織が実態と相違している
・保安管理組織変更に伴う保安規程変更届が提出されていない
・保安規程で定める保安教育について年間計画が定められていない
・保安規程に基づく保安教育が実施されていない
・保安教育の実施記録が作成されていない
・協力会社（配送会社等）に対する保安教育が実施されていない
・特定製造所の巡視・点検・検査記録が一部確認できない
・1回/7日以上の頻度で実施する記録が一部確認できない
・導管の巡視・点検記録の一部が確認できない
・調整装置出口圧力の測定記録が一部確認できない
・集合装置及び調整装置に係る定期検査が一部実施されていない
・容器交換時の巡視・点検記録が管理されていない
・特定容器使用記録表（施行規則　様式14）が作成されていない
・他工事が行われている場合において規程に基づく立会結果を記録していない
・導管図が最新のものに整備されていない
・保安管理者が記録を確認していない
・ガス主任技術者の選解任届が提出されていない
・定期自主検査の記録が5年間保存されているのが確認できない
・定期報告の提出期限が遵守されていない

３．保安業務規程関係
・保安業務規程で定めた保安管理組織と実態が相違している
・保安業務規程第3条に基づく保安監督者が選任されていない
・保安業務規程に基づく保安業務監督者代行者が指名されていない
・消費機器調査の実施にあたり一部の調査を資格期限切れの者が実施していた
・消費機器調査の実施にあたり委託先調査員の資格が確認できない
・保安業務規程に基づく保安教育が行われていない
・屋内に設置されたガス瞬間湯沸し器（不燃防あり）の周知が実施されていない
・消費機器に関する定期周知の一部が実施されていない
・一部の消費機器調査が法定期限内に実施されていない
・消費機器調査票に記入漏れが散見される
・開栓時の供給開始時点検において漏えい検査が実施されていない
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